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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染状況に左右される形で一進一退が

続いており、経済活動が抑制され、雇用情勢や所得環境が変化するなど、厳しい状況で推移いたしました。また、世

界経済におきましても、各国でワクチン接種が進行し、一部の国で経済活動が再開しておりますが、依然として新型

コロナウイルス感染症の収束見通しが立たないことから、先行きは不透明な状況が続いております。

　当社が関係しております粘着・接着・香料・電子材料・ラミネート業界におきましては、全体的には持ち直しが見

られたものの、国内市場の低迷や原材料高、価格競争等により、引き続き厳しい経営環境となりました。

　このような経済情勢のなかで、当社といたしましては、市場や顧客ニーズの変化を的確に把握し、高付加価値製品

の開発、国内外の新規市場開拓及び取引先との関係強化を積極的に取り組み、販売の拡大に努めてまいりました。ま

た、原価低減や生産効率の向上、業務の合理化をはかり、利益の確保に取り組んでまいりました。なお、当第３四半

期会計期間末において、新型コロナウイルス感染症による影響は若干認められるものの、前年同四半期会計期間末時

点の影響よりは和らいでいると認識しております。

　この結果、当第３四半期累計期間の経営成績は、売上高9,486百万円（前年同四半期比12.3％増）、原価低減や生

産効率の向上により営業利益604百万円（同172.3％増）、経常利益802百万円（同345.4％増）、四半期純利益605百

万円（同431.9％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期会計期間末の資産につきましては、前事業年度末に比べ307百万円減少し24,887百万円となりまし

た。これは主に、投資有価証券、売掛金、製品、現金及び預金が増加した一方、原材料及び貯蔵品、仕掛品、機械及

び装置の減少によるものであります。

　負債につきましては、前事業年度末に比べ792百万円減少し5,600百万円となりました。これは主に、買掛金が増加

した一方、長期借入金の減少によるものであります。

　純資産につきましては、前事業年度末に比べ485百万円増加し19,287百万円となりました。これは主に、利益剰余

金の増加によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、2021年10月29日に公表いたしました2022年３月期の通期の予想を修正いたしておりま

す。

　詳細につきましては、本日（2022年１月28日）公表いたしました「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照ください。
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,181,876 4,367,558

売掛金 2,205,016 2,421,984

製品 1,938,931 2,135,134

仕掛品 1,348,886 1,128,902

原材料及び貯蔵品 8,456,968 7,363,770

その他 60,162 100,702

貸倒引当金 △2,261 △2,078

流動資産合計 18,189,580 17,515,975

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 861,525 853,835

機械及び装置（純額） 860,111 694,370

土地 2,875,411 2,848,153

その他（純額） 502,659 482,380

有形固定資産合計 5,099,707 4,878,739

無形固定資産 84,328 72,141

投資その他の資産

投資有価証券 948,966 1,545,529

繰延税金資産 136,910 101,883

その他 744,768 782,671

貸倒引当金 △9,642 △9,642

投資その他の資産合計 1,821,002 2,420,442

固定資産合計 7,005,039 7,371,322

資産合計 25,194,619 24,887,297

負債の部

流動負債

買掛金 458,219 599,689

短期借入金 1,840,020 1,840,020

未払法人税等 143,429 101,654

前受金 957 6,942

賞与引当金 134,322 35,872

その他 530,390 656,445

流動負債合計 3,107,339 3,240,623

固定負債

長期借入金 2,239,955 1,326,606

退職給付引当金 456,252 427,778

役員退職慰労引当金 579,081 597,870

その他 10,536 7,328

固定負債合計 3,285,825 2,359,582

負債合計 6,393,164 5,600,205

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,789,567 1,789,567

資本剰余金 1,729,013 1,729,013

利益剰余金 15,451,853 15,933,681

自己株式 △391,967 △392,054

株主資本合計 18,578,467 19,060,207

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 222,988 226,884

評価・換算差額等合計 222,988 226,884

純資産合計 18,801,455 19,287,091

負債純資産合計 25,194,619 24,887,297
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 8,446,814 9,486,527

売上原価 6,946,501 7,413,758

売上総利益 1,500,312 2,072,768

販売費及び一般管理費 1,278,175 1,467,816

営業利益 222,137 604,951

営業外収益

受取利息 12,663 9,227

受取配当金 14,023 15,844

為替差益 － 116,140

その他 47,814 65,080

営業外収益合計 74,500 206,293

営業外費用

支払利息 6,898 5,527

為替差損 106,996 －

手形売却損 2,621 2,749

その他 8 693

営業外費用合計 116,524 8,970

経常利益 180,113 802,274

特別利益

固定資産売却益 235 －

投資有価証券売却益 21,221 －

投資有価証券償還益 － 10,810

特別利益合計 21,457 10,810

特別損失

固定資産処分損 35,242 10,996

投資有価証券売却損 502 －

特別損失合計 35,745 10,996

税引前四半期純利益 165,825 802,087

法人税、住民税及び事業税 27,139 164,532

法人税等調整額 24,915 32,433

法人税等合計 52,054 196,965

四半期純利益 113,770 605,121

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　　　(収益認識に関する会計基準等の適用)

　　　　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会

計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。なお、当第３四半

期累計期間の損益に与える影響はありません。利益剰余金の当期首残高への影響もありません。

　　　(時価の算定に関する会計基準等の適用)

　　　　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め

る新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、これによる四半期財務諸表に与える 

影響はありません。
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